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予防接種の生産量とインフルエンザ関連死亡数の関係
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予防接種の生産量（万本/年） インフルエンザ超過死亡数（万人）

インフルエンザ予防接種とインフルエンザ関連死者数について

予防接種の効果は3つです｡
一つ目は感染の予防効果､つまり罹りにくくなる効果です｡
若年者のインフルエンザ予防接種は､発症を6割減らします｡
しかし､65才以上の方では発症を4割減らす程度です｡
二つ目は重症化の予防効果。
インフルエンザにかかると若い方は自然回復します｡
一方で､65才以上の方はインフルエンザをきっかけにして持病が悪化したり肺炎
を伴ったりして亡くなる可能性があります｡
予防接種は高齢の方のインフルエンザをきっかけにした死亡を7割減らします｡
三つ目は集団的な予防効果､予防接種を受けた方が増えると､その感染症が社会
全体で減少します｡効果が大きかった例を挙げると､天然痘は予防接種によってウィルス自体が絶滅しました｡はし
かは北米では絶滅｡ポリオ､ジフテリアは新規の国内発症はほぼありません｡残念ながらインフルエンザの予防接種
はそこまで有効ではありません｡けれども予防接種の生産量1000万本あたりで死亡数が1万人減少します｡

掲載したグラフは、予防接種の生産量とインフルエンザ関連死亡数の関係を示しています｡1994～1998年は学
童の集団接種が中止されて予防接種の生産量が1
割以下に落ち込みました｡その結果､1998年末～
1999年初頭のインフルエンザに関わる死亡者数は
4万人弱でした｡最近10年は接種の公的扶助などで
生産量も増えて､インフルエンザ関連死亡数も年間1
万以下です｡

以前に予防接種の後でインフルエンザに罹った方も､
また来年に接種を受けて下さい。無事に済んだのは
予防接種のおかげかもしれません｡若くて元気な方も
接種を勧めます｡若い方が罹らなければ､身近な高齢
の方も守られます｡

インフルエンザの予防接種の意義

vol.055vol.055

医療法人社団協友会

東川口病院 広報誌



第21回公開講座

ＢＬＳ研修

  

2月3日、第21回目となる公開講座を行いました。今回は、久しぶりに院長
より「人生100年時代に向けて私たちができること～整形外科医の立場か
ら～」と題して今旬な話題について真面目で楽しいお話と、栄養科の松井よ
り「カルシウム足りていますか？」と題してカルシウムセルフチェックなども行
いながらお話させていただきました。講演開始前には恒例の看護相談・お
薬相談・介護相談・転倒危険度測定を行い、講演の間のリハビリ体操で

は足踏みをしながら365
歩のマーチの大合唱が始
まったりと、終始和やかな
雰囲気のなか、207名の
ご参加をいただきました。

次回は5月12日
13：00 ～ 受付・健康無料相談会開始　14：00 ～ 講演開始
1 ～住み慣れた地域で安心して暮らせるようお手伝い～
    「戸塚西地域包括支援センターの取り組み」
                戸塚西地域包括支援センター　管理者　物井 貴浩 氏より

 2 「東川口病院 入退院支援の取り組み」
                                          東川口病院　看護師　川田 淳美より

当院では毎年BLS研修を開催しています。BLS（Basic Life Support）とは、一次救命処置のことを言います。例えば、
目の前で人が倒れ、意識のない様子であれば心臓マッサージやAED機器（自動体外式除細動器）を使用し救命処置を
行うことです。皆さんは出かけた先で倒れた人を見かけた経験はありませんか？私たちは一人でも多くの方を助けることが
できるようこの研修を行っています。みなさんも、このような場面に遭遇した際には、ぜひ周囲の方と協力し救命処置を行っ
ていただきたいと思っております。 看護部　井出

連携室　長島

3 ～誰でも気になる おしっこ のはなし～
  「“おしっこ”は健康のバロメーター」
  済生会川口総合病院　泌尿器科　主任部長　橋本 恭伸 先生より

上記を予定しております。お気軽にお越しください。



胃がん検診が始まりました

職場体験事業「夢わーく」
当院では毎年、近隣の中学校が職場体験事業の一環として行なう「川口の元気　夢わーく体験事業」に協力してお
り、平成29年度は３校の受入を行い病院の業務を体験してもらいました。
病院というと医師や看護師が最初に浮かぶと思いますが、他にも薬剤師、リハビリスタッフ、放射線技師、検査技
師、保育士、栄養士、医療事務職と様々な職種の職員が働いております。各部署短い時間でしたがどのように普段
患者さんに関わっているかを体験してもらいました。
職場体験ということでみなさん緊張の面持ちでしたが、真剣に業務に取り組んで頂き疑問点などを積極的にスタッ
フに質問をしている姿が印象的でした。
今回の職場体験を通じ将来の医療従事者になるきっかけになってもらえればと思います。これからも当院では「夢
わーく体験事業」への参加を継続し、地域社会への貢献に努めてまいります。

 

総務課　古橋

医事課　鈴木

今年度より、川口市において各種がん検診の一環として4月1日から平成31年2月28日まで、「胃がん健診」が
開始されることになりました。対象者は、川口市内在住の50歳以上(昭和44年4月1日以前生まれ)の方となりま
す。

40歳～ 49歳の方はバリウムによるレントゲン検査のみですが、50歳以上の方はバリウム検査のほか、胃の内視鏡
による検査もお選びいただけます。
バリウム検査については、公民館などで行われる集団検診での受診となり、病院など医療機関では行っておりませ
んのでご注意ください。
第1期集団胃がん検診は5月から9月にかけて行われますが、4月10日までの申し込みとなっています。第2期 (9
月以降)の申し込み方法については、川口市の保健センターまでお問い合わせください。
内視鏡による検査につきましては、5月下旬以降、対象者のお手元に保健センターより受診券が届きます。指定の医
療機関のみで受診可能となり、当院も指定医療機関となっておりますので、受診券が届きましたらお気軽にお問い
合わせください（予約が必要となります）。検査当日は受診券と、健康保険証が必要になりますのでご注意ください。
自己負担金は2,000円ですが、検査において病変が見つかり、胃の組織の病理検査が必要となった場合、医療保
険による自己負担金の費用が別途でかかります。
予約方法や開始日時・健診実施日等につきましては4月中旬現在、院内にて調整を行っております。正式に決まり
次第、改めてご案内させていただきます。



東
川
口
病
院 

外
来
診
療
に
つ
い
て

東
川
口
病
院 

外
来
診
療
に
つ
い
て

☆
救
急
対
応
、緊
急
手
術
等
で
や
む
を
得
ず
診
察
時
間
が
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
お
電
話
で
の
診
察
予
約
、お
薬
の
ご
依
頼
は
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

☆
各
診
療
科
の
担
当
医
師
に
つ
い
て
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
か
、総
合
案
内
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

☆
そ
の
他
ご
不
明
な
点
等
に
つ
き
ま
し
て
は
総
合
案
内
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成30年4月01日現在【受付時間】　午前（8：00～12：30）　午後（13：00～17：15）
診療科 受付時間 月 火 水 木 金 土

内　科

神経内科

午　前

外　科
消化器外科

脳神経外科

小 児 科

皮 膚 科

耳鼻咽喉科

循環器科

泌尿器科

整形外科

もの忘れ外来

骨粗鬆症外来
（予約制）

午　前

午　後

午　前

午　前

午　後

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

予防接種
（予約制）

14:00～16:30

15:00～16:30

（予約制）

14：00～15：00
予防接種

14：00～15：00
予防接種

14：00～17：15
予防接種

11：30受付終了

11：00受付終了

14：30から診察

15：00から診察１６:４５受付終了 15：00から診察

9：30から診察
呼吸器外科 月１（予約制）

（予約制）

第4週
15：00から診察

医療法人社団協友会 東川口病院
※東川口病院へのアクセス方法※
 ・ ＪＲ武蔵野線東川口駅下車 徒歩５分
 ・ 埼玉高速鉄道（南北線直通）東川口駅下車 徒歩５分

内科・神経内科・消化器内科・外科・消化器外科・整形外科・脳神経外科・小児科
皮膚科・耳鼻咽喉科・循環器科・泌尿器科・リハビリテーション科・麻酔科

〒３３３－０８０１
埼玉県川口市東川口２－１０－８
TEL：０４８－２９５－１０００
FAX：０４８－２９５－５５０１
http:www.e-kawaguchi-hp.jp

携帯サイト・ＱＲコードから簡単アクセス！
当院Facebookもあります！ 是非ご利用ください。

地域活動委員会から一言

東川口病院理念

皆さんに愛し愛される病院となること
1.適切な医療を実践、提供し、患者様の健康のサポーターになります。
2.近隣医療機関と連携を密にとります。
3.働き甲斐のある職場を皆でつくります。
4.人材の育成の機会をつくり、活気のある病院になります。
5.健全経営を維持し、継続して良質な医療を提供できるようにします。

理
念
の
実
行
方
法

地域活動委員会　後藤

すっかり桜も散ってしまい、新年度が
始まりました。東川口病院はまもなく開
院40周年を迎えます。今後も、より安全
で質の高い医療サービスを提供できる
よう、また地域の皆様に愛し愛される病
院として存在していけるように、職員一
同努力してまいりますので、何卒宜しく
お願い申し上げます。


